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高い水素密度をもち中性子遮蔽材として検討されている Ti もしくは Zr の水素化物について、W などの

金属を複合させることで、熱的・機械的物性の向上のほか、水素放出特性等の改善が期待できる。ここで

は W-Ti 水素化物および W-Zr 水素化物の水素放出特性を評価した。 
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1. 緒言 

核融合炉や加速器において、遮蔽能が高く、かつ安定な中性子・ガンマ線遮蔽材が望まれている。水素

化物は水より高い水素密度をもち、比較的軽量な中性子遮蔽材の候補として期待されているが、水素化物

は一般に脆く、また高温で水素を放出してしまうなどの欠点を有している。本研究では水素を吸収しない

高熱伝導・高靭性金属と合金化することにより、水素保持能や各物性の改善が図れると考え、試料の試作

と検討を進めている[1]。本発表では W-Ti 合金および W-Zr 合金水素化物の水素放出特性を評価したので報

告する。 

2. 実験方法 

W-Ti および Zr-W インゴットをアーク溶解装置にて作製した。作製したインゴットを高真空ジーベルツ

装置にて活性化処理後、700℃から 900℃の異なる温度で水素化した。導入水素量は水素化物相が立方晶で

あるδ相単相となるように調節した。得られた試料について XRD 測定および SEM/EDS 観察により相状態

を評価し、昇温脱離法による水素放出温度の測定を行った。 

3. 結果 

 W-Ti 合金を高温で水素化した試料は金属 W および Ti 水素化物からなる 2 相試料であった。この試作し

た W-TiH1.6の水素脱離特性をＡｒ雰囲気中で測定した結果を図 1 に示す。これまで水素化物遮蔽ブロック

の原料として考えてきた TiH2粉末と比較して、水素

放出が始まる温度はほぼ同じであるものの、放出の

ピーク温度は 60-70℃高い結果が得られた。W-TiH1.6

の水素脱離挙動評価および、脱離温度に違いが生じ

る要因についての研究を進めている。Zr 合金水素化

試料、また水素化温度に依存する組織の影響につい

ては当日報告する。 
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図 1 TiH2粉末および W-TiH1.6の水素放出特性 
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